
村上正名 

むらかみ・まさな 
 

郷土史家、福山市立女子短期大学教授、従四位勲四等旭日小綬章 

 

経 歴 

生：大正７年（１９１８年）６月２６日、福山市松永町生まれ 

没：平成１４年（２００２年）２月９日、享年８３歳 

昭和１１年（１９３６年）３月３日 １７歳 広島県立福山誠之館中学校卒業 

昭和１１年（１９３６年）４月２０日 １７歳 広島県沼隈郡内浦尋常高等小学校代用教員 

昭和１２年（１９３７年）６月２２日 １８歳 尋常小学校本科正教員免許 

昭和１２年（１９３７年）７月３１日 １９歳 広島県公立小学校訓導（沼隈郡内浦尋常高等小学校） 

昭和１３年（１９３８年）３月３１日 １９歳 広島県沼隈郡東村尋常高等小学校訓導 

昭和１４年（１９３９年）３月３１日 ２０歳 広島県福山市立西尋常高等小学校訓導 

昭和１５年（１９４０年）３月３０日 ２１歳 小学校本科正教員免許 

昭和１６年（１９４１年）９月２０日 ２３歳 広島県公立青年学校助教諭（福山市立西青年学校） 

昭和１９年（１９４４年）３月３１日～ 

 昭和２０年（１９４５年）７月 

２５～ 

２７歳 
福山市立実践女学校教諭 

昭和２０年（１９４５年）７月３１日～ 

 昭和２１年（１９４６年）２月 

２７歳 
広島県教育事務嘱託（福山市勤務） 

昭和２１年（１９４６年）２月１３日～ 

 昭和２２年（１９４７年）３月 

２７～ 

２８歳 
広島県属（教育民政部社会教育課勤務） 

昭和２２年（１９４７年）４月３０日～ 

 昭和２６年（１９５１年）３月 

２８～ 

３２歳 
文部教官（広島青年師範学校附属中学校） 

昭和２４年（１９４９年）１２月３１日 ３１歳 中学校・高等女学校教員免許（国民科歴史） 

昭和２６年（１９５１年）４月１日～ 

 昭和２７年（１９５２年）３月 

３２～ 

３３歳 
広島大学教育学部附属福山中学校教諭 

昭和２７年（１９５２年）４月１日～ 

 昭和４９年（１９７４年）３月 

３３～ 

５５歳 
広島大学教育学部附属福山高等学校教諭 

昭和４５年（１９７０年）１１月 ５２歳 文化庁文化財功労賞 

昭和４９年（１９７４年）１月 ５５歳 山陽新聞社山陽文化功労者 



昭和４９年（１９７４年）４月１日～ 

 昭和５０年（１９７５年）３月 

５５～ 

５６歳 
福山市立女子短期大学助教授（歴史学） 

昭和５０年（１９７５年）４月１日～ 

 昭和５９年（１９８４年）３月３１日 

５６～ 

６５歳 
福山市立女子短期大学教授（歴史学） 

昭和５８年（１９８３年）１０月 ６５歳 小山富士夫記念褒賞 

昭和５９年（１９８４年）４月１日 ６５歳 福山市立女子短期大学非常勤講師（歴史学） 

昭和６０年（１９８５年）４月１日～ 

 平成６年（１９９４年）３月３１日 

６６～ 

７５歳 

就実女子短期大学文学部史学科非常勤講師（吉備

地方文化特論） 

平成元年（１９８９年）４月 ７０歳 勲四等旭日小綬章 

平成１４年（２００２年）２月 ８３歳 従四位 
 

  

学会及び社会における活動など 

昭和１２年（１９３７年）６月 日本考古学会 

昭和３０年（１９５５年）８月 考古学研究会（岡山大学） 

昭和３４年（１９５９年）５月 日本考古学協会（草戸千軒町遺跡調査特訓委員・同研究指導委員長） 

昭和４８年（１９７３年）４月 東洋陶磁学会 

昭和３６年（１９６１年）４月 広島史学会 

昭和２８年（１９５３年）７月 芸備地方史学会 

昭和４８年（１９７３年）９月 広島民俗学会（理事） 

昭和２２年（１９４７年）２月 
広島県文化財保護審議会委員 

（広島県史蹟名勝天然記念物調査会、広島県文化財専門委員） 

昭和３２年（１９５７年）６月 福山市文化財保護審議会会長 

昭和５２年（１９７７年）３月 広島県総合開発審議会委員 

 

 

 

 



「村上正名先生の思い出」   岩崎博（昭和１９年卒） 

私が先生を知るようになったのは広島大学附属高校の先生をなさっている頃からで、昭和 30

年代の終りだったと思う。 

その頃から古物趣味から骨董に興味を持つようになり、先生や児玉栄太郎さん（昭１０卒）らが

主宰されていた日本陶磁協会福山支部に参加したが、有名な講師を中央から招じ名品を示

されての講演は大いに趣味家の共感を呼び盛大だった。 

その後先生は福山女子短期大学教授、福山市文化財保護審議会会長など順次公職を経て

いかれるが、やはり先生の真骨頂は、生涯郷土史家として陶磁、民芸、民俗、民話など広範

囲に精細な研究をされ、エネルギッシュに数多い著述を残されたことだと思う。 

 

そして先生の名を不動のものとしたのが今日広島県立歴史博物館として継承される「草戸千

軒遺跡」発掘の先覚者としての業績であることは異論のないところである。 

誠之館の３年生の頃、芦田川改修工事で現れた土器破片を歴史の先生、岡田逸一先生に誉

められ、それがやがて病み付きになった、ほんとに「河原こじき－瓦こじき」とは私のことだと、

杯を傾けながら楽しそうによく仰っていたのを思い出す。 

個人的な調査と資料をもとに草戸千軒集落の発掘と保存を粘り強く行政に訴えつづけられた

先生の、長年の情熱に押される形で、昭和３６年（１９６１年）福山市の発掘調査に続いて昭和

４８年に県により調査所、昭和５１年（１９７６年）調査研究所が発足するに至り、以後平成２年

（１９９０年）に及ぶ全面的な調査と研究が継続され、「東洋のポンペイ」と呼ばれる草戸千軒遺

跡の全貌が明らかになったが、それが広島県立歴史博物館の創設をもたらすことにもなる。 

先生はまさにその生みの親である。 

 

また今日日本を代表する初期色絵磁器として郷土が誇る「姫谷焼」については日本陶磁協会

誌『陶説』を場として昭和４０年代には既に精力的な執筆により強く啓蒙され、当時まだ地方

窯としか見られていなかった色絵姫谷焼の貴重性を広く世に知らしめられた功績も大きい。 

平成１４年死去された。８３歳である。 

 

 

 

 

 



「草戸千軒町遺跡」      松下正司 

この河床に埋もれた遺跡が再び日の目をみることになったのは、１５年戦争も終り新しい実証

的な歴史学が確立し、考古学的な調査研究が各地で盛んに行なわれるようになった昭和３６

年（１９６１年）のことである。 

この河床から採集される遺物に注目し、学術的な発掘調査によって、幻の町といわれていた

草戸千軒を解明しようとしたのは、当時広島大学の付属中・高等学校の教諭であり、現福山

市立女子短期大学教授の村上正名氏であった。 

これまで考古学者がほとんど目もくれなかった中世の遺物に注目して河床に入れた鍬は、現

在われわれが進めている草戸千軒町遺跡の大規模な調査の契機となり、中世考古学進展の

基礎となったのである。（中略） 

 

河床の試掘調査で昭和初年の芦田川改修工事中に発見された草戸千軒町遺跡は、改修工

事の続行で調査されることもなく河底に埋もれてしまった。 

この河底の遺跡に科学的な調査の鍬が入ったのは、昭和３６年（１９６１年）の夏のことで、福山

市教育委員会による最初の調査である。 

この頃明王院前の芦田川河原には、大雨や台風による増水のたびに陶磁の破片が流出して

いた。 

これらの遺物は地元の陶磁愛好者によって採集され、収集が始められていた。 

こうした陶磁器に注目された村上正名氏は、出土遺物の重要さと遺跡の存在を確信され、福

山市文化財保護委員会を動かし福山市教育委員会が調査費を組んで、村上正名氏が担当

者となり、わずか１週間にすぎなかったが、炎天の河原を発掘したのである。 

小規模な試掘調査ではあったが、列石や杭列、井戸などが検出され、青・白磁や書州窯鉄絵

片、備前焼をはじめ各地焼物類・古銭・建築用材・漆椀などが出土し、遺跡の存在が確認さ

れた。 

ついで翌３７年夏には第二次調査を行ない、建物跡や井戸、多量の遺物を検出して河底に

埋もれた遺跡としてその重要さが確認された。 

 

こうして河底に遺跡が埋もれていることその重要さが確認されたため、その全貌をつかむため

に第三次調査が計画された。 

福山市教育委員会が調査主体となり広島県教育委員会の協力をえて、国の文化保護委員会

（現文化庁）から緊急調査費の補助を受けた。 

４０年冬に広島大学考古学研究室の協力によって松崎寿和教授が担当者となり、本格的な調

査が実施された。 

この中州東北部約５００平方メートルの調査によって西方の明王院に向いた石敷道路と三叉

路、側溝、棚列、鍛治遺構などが検出され、中世の町並の一角が明らかになるなど、これまで

検出されたことのない中世集落跡が出土し、一躍「日本のボンベイ」といわれマスコミをにぎわ

すとともに「河底に埋もれた中世の町」として学界の注目を浴びることになったのである。   

（出典１） 

 



誠之館所蔵品 

管理№ 氏  名 名  称 制作／発行 日 付 

０６５４５ 村上正名 著 『広島県人』 新人物往来社 昭和４８年 

０３０５４ 村上正名 著 『備後人物風土記 歴史を作った人々』 歴史図書社 昭和５２年 

０５２１２ 村上正名 著 『今昔物語 福山の歴史（上下）』 歴史図書社 昭和５３年 

０３９１１ 村上正名 著 『まぼろしの中世集落 草戸千軒町』 国書刊行会 昭和５５年 

０２７９９ 村上正名 監修 
『まんが物語 福山の歴史 放浪の大名・水野

勝成（上巻）』 
AD.VISION 昭和６０年 

０５２１３ 村上正名 著 『備後歳時記－歴史民俗暦－』 岡田書店 昭和６１年 

０６８９６ 
広島県立歴史

博物館 編 

『草戸千軒町遺跡発掘調査開始五〇周年記

念誌 草戸千軒 発掘調査五〇年の想い出』 

広島県立歴史博

物館 
平成２５年 

 

資料協力 福山市立女子短期大学 

出典１：『日本の美術４ №２１５』、草戸千軒町遺跡、昭和５９年 

関連情報１：『草戸千軒 発掘調査五〇年の想い出』、広島県立歴史博物館編刊、平成２５年１０月１２日 

２００４年１０月５日更新：本文追加●２００５年４月２７日更新：経歴・本文・出典●２００５年９月１５日更新：本文●２００６年５月３０

日更新：タイトル・連絡先（削除）●２００６年６月２９日更新：所蔵品●２００６年７月１１日更新：所蔵品●２００７年７月１０日更新：

著書など・所蔵品●２００８年８月１４日更新：経歴・本文●２００８年１１月２１日更新：主な著書など・誠之館所蔵品●２００８年１

２月３日更新：主な著書など・誠之館所蔵品●２０１３年１０月３０日更新：誠之館所蔵品・関連情報● 

 


